
空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り

な
ど
が
急
増

昨
年
一
年
間
に
、
柏
警
察
署

管
内
で
発
生
し
た
空
き
巣
の
被

害
件
数
は
七
百
五
十
二
件
。
管

内
の
約
百
八
十
九
世
帯
に
一
世

帯
が
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。今
年
は
９
月
ま
で
で
、

す
で
に
六
百
二
十
七
件
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
（
別
表

「
空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
の
発

生
件
数
」
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
急
増
し
て
い

る
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
に
、
市
で
は
、
エ
ン
ジ
ョ

イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
制
度
を
開
始

し
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

を
募
集
し
ま
す
（
別
掲
「
エ
ン

ジ
ョ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
よ
う
！
」
参
照
）。

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

と
は
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
健
康

の
た
め
や
趣
味
と
し
て
行
っ
て

い
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、散
歩
な
ど
を
し
な
が
ら
、

気
軽
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
空
き
巣
犯

は
人
の
目
が
大
嫌
い
。
街
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
人
の
目
が
光
っ

て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪

は
防
げ
る
は
ず
で
す
。

都
合
の
い
い
と
き
に

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

は
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気
軽

に
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
す
る
か
た
に
は
防
犯
マ

ー
ク
の
付
い
た
帽
子
を
渡
し
ま

す
。
帽
子
の
色
は
蛍
光
色
の
黄

色
な
の
で
、
見
通
し
の
悪
い
夜

や
早
朝
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る

か
た
に
と
っ
て
も
、
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
い
れ
ば
目
立
っ
て
安
心

で
す
。
最
近
運
動
不
足
だ
と
い

う
か
た
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
き

っ
か
け
に
、
街
に
出
て
歩
い
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。安

全
の
た
め
に
、
犯
罪
を
目

撃
し
た
と
き
は
直
ち
に
警
察
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
が
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の

で
、
万
が
一
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
事
故
に
遭
っ
て
も
保
険
契
約

に
基
づ
き
補
償
さ
れ
ま
す
。

見
守
り
合
い
で
安
心
し

た
生
活
を

危
険
が
潜
ん
で
い
る
地
域
に

し
て
は
い
け
な
い
と
、
町
会
や

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
は
、
す

で
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
で
、
近

所
に
住
む
か
た
と
顔
見
知
り
に

な
り
、
怪
し
い
人
が
い
れ
ば
一

目
で
わ
か
り
ま
す
。
近
所
同
士

で
見
守
り
合
う
こ
と
で
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
見
守
り
合
い
で
、
犯

罪
が
起
き
な
い
街
に
し
ま
し
ょ

う
。

1

防
災
安
全
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
５
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市の人口
332,804人

128,009世帯
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主な内容 ＊ ＊ 
市内保育園と幼児ルーム
の入園・入室受け付けを
開始／低公害車へ市営駐
車場利用費を補助 
 
柏市職員の給与を公表 
 
特集「学校が変わる、地
域と変える」 
 
情報館（講座・講演、お
知らせ、こどもの広場ほ
か） 
 
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん 
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　「笑う門には福来る」…。年の始めにとびっきりの
笑いをお届けします。 

と き  
と こ ろ  
出 演  
 
入 場 料  
 
チケット 
の 販 売  

来年1月23日�午後6時半から 
アミュゼ柏 
三遊亭楽太郎、古今亭志ん輔、柳貴家小雪、柳家小
太郎など 
全席指定　一般3,500円、65歳以上3,000円※未就学
児は入場できません 
11月19日�午前9時から、文化課チケットガイド（市
役所第2庁舎4階）へ電話・ファクス（�・�7167─
5785）か直接（土・日曜日、祝日、年末年始を除く、
ファクスは24時間受け付け） 

文化課�7167─1494問 

対 象  
 
期 間  
申し込み 
 
 
 
そ の 他  

市内在住・在勤・在学の18歳以上のかたで、市内を
原則週1回以上パトロールできる個人か団体 
平成17年3月まで。以降1年ごとに届け出により更新 
住所・勤務先や通学先などを証明できるもの（運転
免許証、学生証など）を持って、12月1日�から、
防災安全課（市役所第2庁舎2階）へ直接※申し込み
時にパトロール用帽子を渡します 
万が一の事故に備えてボランティア保険に加入しま
す（費用は市が負担）。パトロール中に発生した事
故は保険契約内容により補償されます 

�必ず帽子をかぶり、自己の責任においてパトロールを
行ってください。なお、帽子は他人に貸さないでくだ
さい 

�地域住民のかたとあいさつを交わすように心掛けてく
ださい 

�健康に留意し、無理をしないでください 
�犯罪などを目撃したときは、直ちに警察に通報してく
ださい 

�危険な行為はしないでください 
�他人の人権や財産を侵害する行為はしないでください 

※柏警察署管内：柏市・沼南町 

空 き 巣  

車 上 狙 い  

忍 び 込 み  

ひったくり 

自 動 車 盗  

平成14年 

752
129

351
2,008
203

平成13年 

403
87

324
1,848
160

■空き巣やひったくりの発生件数 （件） 
平成15年 

（1月～9月） 
627
66
178
1,261
190

犯罪の種類  

空
き
巣
な
ど
の
被
害
が
増

え
た
た
め
、
７
月
20
日
か
ら

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し

た
。
週
に
一
・
二
回
、
帽
子

と
腕
章
を
付
け
て
当
番
で
町

会
内
を
回
っ
て
い
ま
す
。
当

番
と
い
っ
て
も
各
自
、
体
調

な
ど
を
考
え
て
、
途
中
か
ら

参
加
し
た
り
、
早
く
抜
け
た

り
と
、
自
由
に
行
っ
て
い
て
、

毎
回
四
十
〜
五
十
人
も
の
か

た
が
集
ま
り
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
す
る

と
、
知
ら
な
い
か
た
と
も
話

が
で
き
て
、
和
気
あ
い
あ
い
。

皆
さ
ん
が
顔
見
知
り
に
な
っ

て
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
よ

う
に
な
る
こ
と
が
大
切
な
ん

で
す
よ
ね
。

ま
た
、
普
段
か
ら
買
い
物

や
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
も

帽
子
や
腕
章
を
付
け
て
い
る

か
た
が
増
え
て
い
ま
す
。
帽

子
や
腕
章
を
付
け
て
い
れ

ば
、
道
で
す
れ
違
う
人
も

「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
気

軽
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る
み
た
い
で
す
。

皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
、
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
を
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
人
が
い
る
だ
け
で

犯
人
は
逃
げ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

市
内
で
は
、
こ
こ
数
年
、
空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど

の
犯
罪
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
予
防

に
は
、
地
域
で
の
見
守
り
合
い
が
効
果
的
で
す
。
市
で
は

12
月
か
ら
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気
軽
に
で
き
る
エ
ン
ジ

ョ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
制
度
を
開
始
し
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
私
た
ち
の
街
を
守
る
た
め
に
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
で
の
連
携
を
強
く
し
て
、

犯
罪
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。散歩がてらに楽しくパトロールしませんか

三遊亭楽太郎

古今亭志ん輔

内
山
　
晃
司
さ
ん

松
葉
町
六
丁
目
町
会
の
防
犯
委
員

あ
い
さ
つ
の
輪
で
防
犯
を

見守り合いで安心な街に
エンジョイ・パトロールをスタート



子
ど
も
た
ち
に
健
や
か
に
育

っ
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
家
族

や
社
会
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

で
も
、
家
庭
で
い
ろ
い
ろ
な
事

情
が
あ
る
た
め
に
子
育
て
が
し

に
く
か
っ
た
り
、
育
児
や
友
達

づ
く
り
の
悩
み
を
抱
え
た
り
し

て
い
る
か
た
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
か
た

を
応
援
す
る
た
め
の
保
育
園
や

幼
児
ル
ー
ム
に
入
所
す
る
児
童

の
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

市
内
二
十
五
の
保
育
園

保
育
園
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理

由
に
よ
り
家
庭
で
十
分
に
保
育

で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
保
育
す

る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
来
年

４
月
か
ら
市
内
の
保
育
園
に
入

園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
申

し
込
み
を
12
月
１
日
（
月
）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

入
園
で
き
る
の
は
、
保
護
者

が
�
昼
間
、
自
宅
以
外
で
仕
事

を
し
て
い
る
（
会
社
員
な
ど
）

�
昼
間
、
自
宅
内
で
仕
事
を
し

て
い
る
（
自
営
業
な
ど
）
�
出

産
、
産
み
月
を
は
さ
ん
で
前
後

二
カ
月
以
内
�
病
気
ま
た
は
心

身
に
障
害
の
あ
る
同
居
親
族
を

常
時
介
護
し
て
い
る
、
な
ど
の

場
合
で
す
。

た
だ
し
、
保
護
者
以
外
の
か

た
が
保
育
で
き
る
場
合
や
、
お

子
さ
ん
が
集
団
保
育
に
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
入

園
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
書
の
配
布

11
月
17
日

（
月
）
か
ら
各
保
育
園
（
別
表

参
照
）
と
保
育
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
二
階
）
で
配
布
し
ま
す

※
保
育
園
で
の
配
布
は
、
11
月

25
日
（
火
）
ま
で

申
し
込
み
の
受
け
付
け

▽

各
保
育
園
＝
11
月
17
日
（
月
）

〜
25
日
（
火
）
に
、
入
園
を
希

望
す
る
保
育
園
へ
行
っ
て
申
込

日
を
予
約
し
、
指
定
さ
れ
た
日

に
直
接
▽
保
育
課
＝
12
月
１
日

（
月
）
か
ら
直
接
※
い
ず
れ
も

申
込
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
持

っ
て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い

申
込
期
限

▽
第
一
次
受
け

付
け
＝
来
年
１
月
30
日
（
金
）

▽
第
二
次
受
け
付
け
＝
来
年
２

月
13
日
（
金
）
※
就
労
が
決
定

し
て
い
な
い
場
合
や
、
就
労
の

確
認
が
と
れ
な
い
場
合
は
、
第

二
次
分
と
し
て
受
け
付
け
ま
す

入
園
の
決
定
通
知

訪
問
調

査
・
書
類
審
査
の
後
、
来
年
３

月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

幼
児
ル
ー
ム

幼
児
ル
ー
ム
は
、
家
庭
の
事

情
に
か
か
わ
ら
ず
、
友
達
と
の

ふ
れ
あ
い
や
、親
同
士
の
交
流
、

保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
来
年
４
月

か
ら
豊
四
季
･
豊
住
の
各
幼
児

ル
ー
ム
に
入
室
を
希
望
す
る
幼

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
で
、
平
成

12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
、
集
団
生

活
が
で
き
る
三
歳
児
、
各
ル
ー

ム
二
百
人

保
育
期
間

来
年
４
月
か
ら

月
三
回
程
度
で
一
年
間
（
計
三

十
三
回
、
８
月
は
休
み
）。
各

回
と
も
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
　

費
用

一
カ
月
千
六
百
円

（
８
月
を
除
く
）

申
し
込
み

12
月
４
日（
木
）

・
５
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜

正
午
に
、
保
護
者
か
同
居
し
て

い
る
家
族
の
か
た
が
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
入
室
を
希
望
す
る
幼

児
ル
ー
ム
へ
直
接
。申
込
時
に
、

住
所
･
家
族
全
員
の
氏
名
と
生

年
月
日
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

用
意
す
る
物

印
鑑

入
室
の
決
定
通
知

来
年
３

月
末
に
保
護
者
あ
て
に
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す

1

保
育
園
に
つ
い
て
は
保
育

課
�
７
１
６
７
│
１
１
３
７
、

幼
児
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
豊
四

季
幼
児
ル
ー
ム
�
７
１
４
３
│

８
８
８
６
・
豊
住
幼
児
ル
ー
ム

�
７
１
７
４
│
５
１
９
３
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県
道
印
西
柏
線
を
東
に
走
る
と
、

手
賀
の
丘
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

公
園
に
隣
接
し
た
、
自
然
豊
か
な
場

所
に
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
少
年
自
然
の
家
は
平
成
５
年

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積

は
約
二
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

体
育
館
、
宿
泊
棟
な
ど
を
備
え
た
生

涯
学
習
施
設
で
す
。
毎
月
第
三
日
曜

日
と
祝
日
を
除
き
、
一
年
を
通
し
て

多
く
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
県
内
に
は
、
四
カ
所
の
少

年
自
然
の
家
が
あ
り
ま
す
が
、
当
家

は
利
用
者
数
で
は
県
内
一
で
す
。

こ
の
少
年
自
然
の
家
は
、
青
少
年

や
団
体
だ
け
で
な
く
、
家
族
な
ど
の

少
人
数
で
も
宿
泊
で
き
、
創
作
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。
施
設

に
は
、
無
料
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

大
浴
場
が
あ
り
、
夏
は
各
種
キ
ャ
ン

プ
体
験
な
ど
、
文
字
通
り
自
然
を
体

中
で
楽
し
む
体
験
が
で
き
ま
す
。
ま

た
隣
接
す
る
無
料
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
、
展
望
台
な
ど
が
あ
る
手
賀
の
丘

公
園
も
活
用
す
れ
ば
、
一
層
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。子

ど
も
会
や
サ
ー
ク
ル
、
町
会
な

ど
の
宿
泊
研
修
に
、
低
料
金
で
利
用

で
き
る
少
年
自
然
の
家
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

1

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

�
７
１
９
１
│
１
９
２
３

�
家
族
で
体
験
、
宿
泊
を
〜
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

※保育年齢は、来年4月1日現在の満年齢です 

■市内保育園の一覧 
保  育  園  名 所  在  地 電 話 番 号 保 育 年 齢 区分 

桜 台 保 育 園  
若 葉 保 育 園  
あ け ぼ の保育園  
富 勢 保 育 園  
東 中 新 宿保育園  
豊 四 季 保 育 園  
増 尾 保 育 園  
豊 住 保 育 園  
土 南 部 保 育 園  
豊四季乳児保育園 
西 原 保 育 園  
豊 町 保 育 園  
富 士 見 保 育 園  
酒 井 根 保 育 園  
名 戸 ケ 谷保育園  
田 中 保 育 園  
旭 町 保 育 園  
東 町 保 育 園  
高 野 台 保 育 園  
し こ だ 保 育 園  
松 葉 保 育 園  
ひかり隣保館保育園 
お お 田 保 育 園  
花 の 井 保 育 園  
柏 保 育 園  

生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
1～5歳 

生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
3～5歳 
1～5歳 

生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～2歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
1～5歳 

生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～5歳 
生後57日～2歳 

7167─5924  
7167─7655  
7143─7654  
7131─0012  
7173─9087  
7145─3414  
7172─1347  
7174─7197  
7173─7811  
7144─7506  
7154─7964  
7174─8484  
7145─1721  
7173─1647  
7164─8783  
7133─3731  
7143─8240  
7164─5967  
7133─6460  
7143─8882  
7132─3200  
7134─0115  
7131─2795  
7135─7010  
7171─6700

桜台9─6 
若葉町4─36 
あけぼの3丁目4─18 
布施833─2 
東中新宿4丁目5─24 
豊四季台2丁目1─120 
増尾6丁目6─1 
豊住3丁目1─43 
逆井1305─2 
かやの町2─26 
西原1丁目4─20 
豊四季698─28 
豊四季126─2 
酒井根4丁目10─33 
名戸ケ谷683─1 
正連寺100 
旭町5丁目3─25 
東2丁目1─27 
根戸416─67 
篠籠田1275─5 
松葉町4丁目11 
十余二175─42 
大青田1509─2 
大室1285─12 
豊四季509─79

公

立

 

私

立

入
園
・
入
室
受
け
付
け
を
開
始 
入
園
・
入
室
受
け
付
け
を
開
始 

市
内
の
保
育
園
と
幼
児
ル
ー
ム 

と き  
と こ ろ  
曲 目  
 
 
入 場 料  
チケットの
販 売  

市立柏高等学校 �7132─3460問 

別表のとおり 
市民文化会館大ホール 
キャラバンの到着、日本民謡メドレー、ディスコパーティー、
「ザ・ウエスト・シンフォニーより」草原の蒼（あお）き狼、
ハイデックスブルク万歳、青い森のメッセージ、柏ロマンなど 
指定席800円、自由席500円 
11月30日�午前9時から、市立柏高等学校事務室か伊藤楽器柏営
業所（�7147─ 0222）へ直接 

と　き 時　間 

12月20日��

12月21日��

午前の部 
午後の部 
午前の部 
午後の部 

午前11時～午後1時 

午前11時～午後1時 
午後4時半～6時半 

午後4時半～6時半 

市立柏高等学校 
吹奏楽部 

　今年の締めくくりは素敵
な音楽で！市立柏高等学校
吹奏楽部の全国トップクラ
スの演奏を楽しんでみては
いかがでしょう。 

来年1月18日�午前9時半から※荒天中止 
柏の葉公園総合競技場（コースは競技場と柏の葉公園内） 
市内在住・在勤・在学のかた 
�ファミリーの部（2人以上）＝2km�小学生の部（4・5・6年生）＝2km�中学生
の部（1・2～3年生）＝3km�一般6kmの部（高校生・34歳以下・35～49歳・50歳以
上）�一般10kmの部（男子の部だけ。高校生・34歳以下・35～49歳・50歳以上） 
�・�・�＝500円（�は1人につき）、�・�＝1,500円（高校生は1,000円） 
体育課（市役所第2庁舎4階）・市内体育施設・各近隣センターで配布している申込
書に添付された郵便振替用紙で、12月19日�までに振り込むか、体育課か市内体育
施設へ費用を添えて 
来年1月上旬に参加通知書を送付します。なお、参加の有無や大会中止にかかわらず
参加費は返却しません（中止のときは記念品を差し上げます） 

と き  
集合場所 
対 象  
種目・距離 
 
 
参 加 費  
申し込み 
 
 
そ の 他  

問 体育課 �7167─1536

スポーツ振興くじ助成事業 

車
の
排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

窒
素
酸
化
物
な
ど
は
、
ぜ
ん
そ

く
や
気
管
支
炎
な
ど
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

低
公
害
自
動
車
を
普
及
さ
せ
て

い
く
た
め
、
低
公
害
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
か
た
を
対
象

に
、
市
営
駐
車
場
回
数
券
の
購

入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
か
市
内
の

事
業
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の

自
動
車
を
所
有
す
る
か
使
用
し

て
い
る
か
た
、
先
着
五
百
台
分

�
天
然
ガ
ス
自
動
車

�
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

�
低
燃
費
か
つ
超
│
低
排
出

ガ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
自

動
車
検
査
証
の
型
式
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
る
記
号
の
最
初
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
「
Ｕ
Ａ
」

「
Ｕ
Ｂ
」「
Ｕ
Ｃ
」「
Ｕ
Ｅ
」
で

始
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
、
備
考

欄
に
「
平
成
22
年
度
燃
費
基
準

達
成
車
」
の
記
載
が
あ
る
自
動

車
）
※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

か
ら
、
自
動
車
の
大
き
さ
は
、

長
さ
五
・
六
メ
ー
ト
ル
以
下
、

幅
二
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ

二
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
自
動

車
に
限
る

補
助
金
額

回
数
券
の
購
入

費
、
一
台
当
た
り
五
千
円
以
内

（
対
象
車
種
を
複
数
所
有
し
て

い
る
か
使
用
し
て
い
る
場
合
は

十
台
分
ま
で
）

申
し
込
み

環
境
保
全
課

（
市
役
所
隣
）
と
市
営
駐
車
場

内
（
一
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
）

で
配
布
し
て
い
る
交
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
環

境
保
全
課
へ
直
接
持
参
を
※
交

付
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
か
し
わ
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

（
ア
ド
レ
ス
は
一
面
欄
外
）」
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。
申
請
は

年
一
回
限
り

提
出
書
類

�
交
付
申
請
書

（
様
式
一
・
二
）
�
自
動
車
検

査
証
の
写
し
�
市
営
駐
車
場
回

数
券
の
購
入
領
収
書
（
平
成
15

年
５
月
１
日
以
降
の
も
の
）

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３

│
４
４
２
２

市
営
駐
車
場
利
用
費
を
補
助 

低
公
害
車 
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区 分 合 計 
代表的な職種 

一般行政職 技能労務職 

平 成 

13年度 

職 員 数 （A） 2,476人 1,003人 484人 

普通昇給期間（12～24カ月）を 
短縮して昇給した職員数（Ｂ） 62人 16人 22人 

比 率 （B／A） 2.5％ 1.6％ 4.5％ 

平 成 

14年度 

職 員 数 （A） 2,468人 1,012人 461人 

普通昇給期間（12～24カ月）を 
短縮して昇給した職員数（Ｂ） 

76人 21人 25人 

比 率 （B／A） 3.1％ 2.2％ 5.4％ 

平成15年   6月期 2.25カ月分 
平成15年 12月期 2.40カ月分 
　　　計　　　        4.65カ月分 

　柏市職員の給与などの実態を公表します。これらは、市議会の議決を
経た条例とそれに基づく規則で定められています。 

人事課 �7167─1113 
事務管理課 �7167─1118

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 

標準的な職務 主事補 主　事 主　任 副主幹 主  幹 課　長 部　長 主　査 次　長 

 区　　　分 

柏　　　　　　市 国 

決定初任給 
採用2年経過時 
給 料 月 額    

採用2年経過時 
給 料 月 額    決定初任給 

（注）   １  標準的な職務とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です 
 　   ２  職員数は柏市一般職職員給与条例に基づく給料表の級区分によります。また、
　　　　 職員数は行政職給料表（一）適用の職員で、税務・消防・保育士・看護職員など
　　　　 を除いたものです 

（注）　1　経験年数とは、�学校卒業後直ちに柏市に採用され、引き続き勤務している
　　　　  場合は採用後の年数をいいます�採用前に民間企業での勤務歴などがある
　　　　  場合は、その期間を経験年数に換算し、採用後の年数に加算した年数をいい
　　　　  ます 
　　　2　「一般行政職・高校卒・経験年数20年」の欄は、該当者がいないため経験年数
　　　　  21年の平均給料月額を用いています 

（注）　 職員数（Ａ）は、各年度の4月1日現在の職員数（企業職職員を除く）に各年度の 
　　　 採用職員を加えた人数です 

昇給期間短縮の状況 

特別職の報酬等の状況（平成15年4月1日現在） 

一般行政職の級別職員数の状況（平成15年4月1日現在） 

職員の初任給の状況（平成15年4月1日現在） 

職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況（平成15年4月1日現在） 

職員の平均給料月額・平均給与月額と平均年齢の状況（平成15年4月1日現在） 

職員給与費の状況（一般会計当初予算） 

（注）     １  一般行政職とは、事務・技師職などの職員をいい、技能労務職とは守衛・自動 
　　　　   車運転手・作業員・給食調理員などの職員をいいます 
　　　 ２  給与月額とは、給料と職員手当（期末・勤勉手当、退職手当、児童手当を除 
　　　　   いたすべての手当）の合計額をいいます 

（注）     １  職員手当には、退職手当を含みません 
 　　 ２  給与費には、給与改定分として0.5％分を含んでいます 
　　　  3   再任用短時間勤務職員を含みません    

人件費の状況（普通会計決算見込み） ��

��

��

��

��

��

��

��

住 民 基 本
台 帳 人 口 
（H15.3.31現在） 

歳　出　額   
（Ａ）  

実 質 収 支 
人　件　費  
（Ｂ） 

人 件 費 率  
（Ｂ／Ａ） 

平成13年度の 
人 件 費 率 

年   度 

平成14年度 
千円 

千円 千円 千円 千円 千円 

千円 千円 

328,028 82,991,778 2,882,148 21,048,344 25.4％  24.2％ 
人 

人 

（注）　１  人件費とは、一般職職員の給与（給料＋手当）・退職手当・共済組合負担金、特 
                  別職の給料・報酬などをいいます 
 　　２  実質収支＝歳入総額－(歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源） 

年   度 
職　員　数   
（Ａ）  

 給　　　　　与　　　　　費 

 給　　料 職 員 手 当  期末・勤勉手当  計（Ｂ） 

 1人当たりの 
 給与費（Ｂ／Ａ） 

平成15年度  2,281 9,832,822  2,980,372 7,324,194 17,324,194 7,595

一 般 行 政 職  技 能 労 務 職  

平均給料月額 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢 

374,178円 484,737円 44.2歳 320,302円 397,165円 49.3歳 

 一般行政職 
大学卒 

高校卒 

186,600円 201,200円 
Ⅰ種  180,900円 

Ⅱ種  171,500円 

200,200円

185,600円 

150,200円 162,000円 139,500円 149,200円 

区     　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一 般 行 政 職  
大 学 卒  

高 校 卒  

高 校 卒  技 能 労 務 職  224,850円 250,982円 273,413円 

281,653円 330,909円 366,750円 

224,300円 273,267円 343,075円 

職　員　数  22人   78人 137人 153人 362人 137人  59人  39人  17人 1,004人 

構　成　比 2.2％  7.8％ 13.6％ 15.2％ 36.1％ 13.6％  5.9％ 3.9％ 1.7％ 100％ 

参   

考 

1年前の構成比   
(H14．4．1 )

5年前の構成比  
(H 10．4．1 )

2.1％ 9.6％ 12.5％ 15.7％ 35.6％ 12.9％  5.6％ 4.4％ 1.6％ 100％ 

4.7％ 15.7％ 12.9％ 23.8％ 26.5％ 7.6％ 4.9％ 2.5％ 1.4％ 100％ 

計 

区　 　分 

市            長 
助            役 

収    入     役 

常勤監査委員 662,000円 

970,000円 
795,000円 

725,000円 

報酬等月額 
 (平成15年1月1日適用)

報酬等月額 
(平成5年4月1日適用)

議     長 
副 議 長 

議     員 

670,000円 
600,000円 

580,000円 

期末手当 

公表します 公表します 
な 
ど 柏市職員の給与 

問 

 区               分 平成10年 平成13年 平成12年 平成11年 平成14年 平成15年 

計  画 

実  施　 

職員（条例）定数 
実員数 
職員（条例）定数 
実員数 

削減数 
（人） 

職      員      数　　 
 区　　      分　　　　　　（　）内は対前年増減数 

一
般
行
政
部
門 

特
別
行 

政
部
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

 

 

 

 

 
 

 

 
   

 

議      会 
総      務 
税      務 
民      生 
衛      生 
労      働 
農林水産 
商      工 
土      木 

一
般
行
政
部
門 

特
別
行 

政
部
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

�平成15年の職員の増減状況 

  部        門　  増員数   減員数  差し引き 

※主な増減理由 
総　務＝沼南町との合併の検討（増） 
税　務＝市税収納対策の強化（増） 
民　生＝支援費制度への対応（増）、高額医療費制度

改正への対応（増）、生活保護世帯の増加
（増）、国民年金制度改正による業務量の
見直し（減）、福祉公社の解散（減） 

衛　生＝土壌汚染対策法への対応（増）、ごみ有料
化の検討（増）、病院施設改修工事の終了
（減）、ごみ・し尿の収集・処理体制の再編
（減）、し尿処理件数の減（減） 

土　木＝こんぶくろ池公園計画の作成（増）、機械清
掃業務の見直し（減）、建築確認申請件数
の減（減）、北部整備事業の進ちょく（減） 

教　育＝高校総体の準備（増）、教諭の補充（増）、機
構改革（減）、小学校給食調理業務の委託
（減） 

水　道＝北部地区区画整理事業（増） 
下水道＝下水道建設事業の減（減） 
その他＝仮換地供覧事務（増） 

（人） （人） 

教      育 
消      防 

 
病      院 
水      道 
下 水 道  
そ の 他  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

2,680 
2,629 
2,680 
2,626

 2,650 
2,617 
2,650 
2,597

2,650 
2,595 
2,650 
2,586

2,630 
2,583 
2,620 
2,567

2,630 
2,567 
2,620 
2,558

2,600 
2,549 
2,590 
2,528

－80 
－80 
－90 
－98

0 
6 
2 
17 
2 
0 
0 
0 
15

0 
3 
0 
13 
15 
0 
0 
0 
25

0 
3 
2 
4 

－13 
0 
0 
0 

－10

5 
0

20 
0

－15 
0

0 
2 
0 
 1

0 
1 
3 
0

0 
1 

－3 
1

14（　　0） 
298（　＋4） 
115（　－2） 
537（ －23） 
322（  　 0） 
0（　   0） 
17（　　0） 
13（　   0） 
239（ －19） 

14（　　0） 
305（　＋3） 
119（　＋2） 
548（   ＋4） 
298（ －13） 
0（　   0） 
20（　　0） 
13（　　0） 
232（ －10） 

14（　　0） 
302（　＋4） 
117（　＋2） 
544（   ＋7） 
311（ －11） 
0（　   0） 
20（　＋3） 
13（　　0） 
242（   ＋3） 

1,555（ －40） 1,563（   ＋8） 1,549（ －14） 小　　計 

議      会 
総      務 
税      務 
民      生 
衛      生 
労      働 
農林水産 
商      工 
土      木 

教　　育 
消　　防 

421（   －8） 
361（　   0） 

406（ －15） 
361（　   0） 

小      計  782（   －8） 767（ －15） 

391（ －15） 
361（　   0） 
752（ －15） 

 普 通 会 計   2,337（ －48）   2,330（   －7） 
病     院 
水     道 
下 水 道  
そ の 他  

2（　　0） 
90（　＋1） 
60（　－2） 
 78（ ＋30） 

2（　　0） 
90（      0） 
59（　－1） 
 77（   －1） 

小     計 230（ ＋29）  228（   －2） 
 合          計   2,567（ －19） 2,558（   －9） 

  2,301（ －29） 
2（　　0） 
91（   ＋1） 
56（　－3） 
 78（   ＋1） 

227（   －1） 
2,528（ －30） 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

期末手当 
・ 

勤勉手当 

退職手当 

調整手当 

特殊勤務 
手      当 

 (平成14年度 決算見込み） 

時 間 外  
勤務手当 

配    偶    者  14,000円 14,000円 

配 偶 者 以 外 の  
扶 養 親 族  

2人目まで　　　1人　6,000円  
(扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は 
6,500円、 配偶者がない場合は、1人目は11,000円） 
3人目から　　　1人　5,000円 
16歳～22歳の子　  1人　5,000円加算 

2人目まで　　　1人　6,000円  
(扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は 
6,500円、 配偶者がない場合は、1人目は11,000円） 
3人目から　　　1人　5,000円 
16歳～22歳の子　  1人　5,000円加算 

借 家 ・ 借 間  
居  住  者  

家賃13,600円以下　         　 3,600円 
家賃13,600円を超える場合　　家賃に 
応じて27,000円を限度に支給 

家賃12,000円を超える場合　　家賃に 
応じて27,000円を限度に支給 

自 宅 居 住 者  
所有する住宅に居住する者または世帯
主                                      9,000円 
上記以外の者　　　　　  　　3,600円 

1,000円 
（新築・購入後の5年間は2,500円） 

電 車・バ ス の  
利       用       者 

定期代(１カ月＝電車は6カ月定期券額の
6分の1、バスは3カ月定期券額の3分の
1)45,000円までは全額支給。それを超
える部分は半額（5,000円が限度）を加算 

定期代（1カ月）45,000円までは全額支
給。それを超える部分は半額（5,000円
が限度）を加算 

乗 用 車 等 の  
利       用       者 

使用距離に応じ4,400円～20,900円 
を支給 

使用距離に応じ2,000円～20,900円を
支給 

計 

       （支 給 期） 
 平 成 15年   6月  
 平 成 15年 12月  

（期末手当）　   　（勤勉手当） 
1.55カ月分  0.7カ月分 
1.7    〃 0.7   〃       

（期末手当）　   　（勤勉手当） 
1.55カ月分 0.7カ月分 
1.7     〃   0.7  〃       

3.25   〃 　 　　  1.4   〃 3.25    〃 　　　 1.4   〃 

職制上の段階・職務の 
級等による加算措置 有 有 

（勤続年数） 
勤     続     20   年 
勤     続     25   年 
勤     続     35   年 
最  高  限  度  額 

（自己都合）　　　（勧奨・定年） 
21.0　カ月分　   28.875 カ月分
33.75   〃          44.55　 〃      
47.5 　 〃          62.7　　〃      
60.0　  〃          62.7　   〃 

（自己都合）　　　（勧奨・定年） 
21.0　カ月分　   28.875 カ月分
33.75   〃          44.55　 〃      
47.5 　 〃          62.7　　〃      
60.0　  〃          62.7　   〃 

1人当たり平均支給額 6,118千円　　　26,049千円 ──　　　　　     ── 

そ の 他 の  
加 算 措 置  

定年前早期退職特例措置 
　  （2～30％の加算） 

定年前早期退職特例措置 
　  （2～20％の加算） 

退職時特別昇給  勧奨・定年退職者1号給 1号俸 

柏　市 （全　域） 支  給  対  象  地  域  

10％ 支    　　　　 　　給　　　　　　　率 

2,275人 支 　 給 　 対 　 象 　 職 　 員 　 数  

3％ 国 の 制 度 （ 支 給 率 ）  

442,451円 支給対象職員1人当たり平均支給年額 
(平成14年度決算見込み)

58.2％ 職員全体に占める手当支給職員の割合 

55,938円 支給対象職員1人当たり平均支給年額 

17種類 手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）  

代 表 的 な  
手当の名称 

平 成 1 3 年 度  
(  決       算  )

平 成 1 4 年 度  
(決 算 見 込 み)

労務手当・夜間特殊業務手当・休日勤務職場手当・ 
救急手当・教員特殊業務手当 支給額の多い手当 

労務手当・休日勤務職場手当・夜間特殊業務手当・
危険作業手当・救急手当 

多くの職員に支給 
されている手当 

支       給       総       額 475,375千円 

職員1人当たり支給年額 

242千円 

支　　 給　　 総　　 額  471,885千円 

職員1人当たり支給年額 

245千円 

（注）　退職手当の「1人当たり平均支給額」は、平成14年度に退職した全職員に支給された同手当の平均額です 

（注）　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の 
            身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時ま 
            たは非常勤職員を除いたものです 

定員適正化計画とその進ちょく状況（各年4月1日現在） 

定員の状況 
�部門別職員数の状況（各年4月1日現在） 

職員手当の状況（平成15年4月1日現在） 

平成13年 平成14年 平成15年 部　　　門 

区　　　　　分 柏　　　　　市 国 

��

��

��
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高田小の国際交流授業 

名戸ケ谷小のふれあい給食 

　地域の外国人のかたを招き、国際理
解を深める交流授業。10月28日には高
田小の6年生の授業に、韓国出身の秋
慶姫（チュギョンヒ）さん（写真上）
と、中国出身の李紅群（リコウグン）
さん（写真下・左）が招かれました。
子どもたちは事前に調べた両国の衣食
住や音楽などについて発表した後、詳
しく説明を受けました。「韓国ではキ
ムチ専用冷蔵庫が各家庭にある」「中
国では正月にギョウザをたくさん作っ
て１つだけに硬貨を入れ、それに当たった人には福が来る」な
ど、生活感あふれる話に両国への興味も倍増したようです。 

　10月15日に名戸ケ谷小の5年2組
の子どもたちが地域ボランティア
の協力のもと、地域の高齢者をラ
ンチルームに招待しました。グル
ープごとにテーブルを囲んでの昼
食会。子どもたちは高齢者が話す
昔の話を不思議そうに聴いていま
した。「昔は給食なんてなかった

のよ」という話にびっくりする子も。核家族が多い昨今、実
体験に基づく話は、きっと新鮮だったに違いありません。 

　各小・中学校で取り組んでいる特色ある教育活動。地域の
かたとのかかわりかたは学校によってさまざま。あなたの地
域では学校とどんな関係、築いてますか？ 

�　　　��
といろ 

　逆井中には「�十色�咲かそう会」という地域のかたが中心となった子ども・学
校支援ボランティアがあります。発案者の武井征子さんに話を伺いました。 

─設立のきっかけは？ 
武井　市の少年補導委員をや
っている中で、地域の教育
力が充実される必要性を実
感していました。そこで、
地域も学校と一緒になって
子どもたちを育てなくては
と思い、昨年の5月に「�十
色�咲かそう会」という子
ども・学校支援ボランティ
アを立ち上げました。一人
ひとりが個性を生かしてそ
れぞれの花を咲かせてほし
いという願いを込めて、名
付けました。最初24人だっ
た会員も今は38人にまで増
えましたが、先生がたの協
力があったからこそ、ここ
までできているんだと思い
ます。 

─主にどんな活動をしている
んですか 
武井　毎週木曜日には図書ボ
ランティアをしています。

本の貸し出しや整理、修理
などです。図書室が過ごし
やすい場になるよう、窓ガ
ラスを利用し、5月にはこ
いのぼり、10月にはブドウ
のディスプレイなどをして
季節感を出しています。 

　また、子どもたちの憩い
の空間として、ごろ寝スペ
ースを作ったりみんなで工
夫しながらやっています。 

　最近の子どもは、寝なが
ら読むのが好きみたいです
ね（笑）。毎週水曜日には
花ボランティアとして花壇
の手入れなどを行っていま
すが、特に毎月8日は子ど
もたちも一緒に、花壇の手
入れをします。 

　また、学校行事のお手伝
いや防犯パトロール、悩み
ごと相談などもします。 

─活動する上で気を付けてい
ることは？ 
武井　無理をせず、できると
きにできることを、だれも
が楽しみながらやるという
のが基本ですね。会員全員
が、「子どもたちが良い思
い出を作って学校を卒業で
きるように」と願っている
んです。 

─だれでも参加できるのです
か 
武井　子どもが好きで自分の
住んでいる地域をより良く
したいと思っている人なら
どなたでも歓迎します。 

─今後、十色会はどのように
展開していくのでしょうか 
武井　地域からのいろいろな
支援は各学校でも行われて

います。大事なのはそれが
継続できるかどうかなのだ
と思います。継続していく
中で生まれる信頼関係や会
員自身が感じる自信のよう
なものが会の活動をより良
い方向へと変えていくのだ
と思います。規約などを整
備しているのも、一過性で
はなく継続的に活動してい
くんだという気持ちの表れ
なんです。 

　今後は、逆井中だけでな
く、藤心近隣センターなど
を中心とした地域の子ども
たちを対象に活動を広げて
いきたいと思っています。
あくまで主役は子どもたち
なんです。 
　子どもたちから「ありが
とう」と言われると、パワ
ーをもらったようで元気に
なりますよ。 
　新しい地域の担い手とし
て、これからも学校と地域
の良い関係を築いていって
ほしいですね。 

十色会が地域との
掛け橋に　 

　学校は生徒の保護者であるＰＴ
Ａとの関係が主でしたが、多様な教
育活動や地域に開かれた学校の展開
という面では、ＰＴＡだけでは難しくな
ってきています。学校・保護者・地域の三者の連携
がとても重要なんです。これまで漠然としていた地
域との連携という概念が、十色会が掛け橋になって
くれることでより具体的に見えてきた感じです。 
　生徒たちも「おばちゃん、こんにちは」と気軽に
あいさつしています。教員でも親でもない地域の大
人を自然な雰囲気の中で身近に感じているようです
ね。十色会のかたたちも気さくに「○○ちゃん、元
気？」と声を掛けるなど、教員と生徒の関係ではで
きない会話の中で頼られる存在になっています。 
　伝統芸能の継承にも一役 
　また、逆井地区には「逆井囃子（ばやし）」とい

う伝統芸能があり、どう生徒たちに受け継い
でいくかが課題でした。それを十色会が保存
会と学校の仲介役をし、衣装も作ってくれま
した。11月23日�には生徒たちが、近くの
「いずみ園」で披露します。地域文化の継承
にも貢献しています。 

 

た 

　柏五中では、ＰＴＡと地域のかたで構成するボランティア「五
中応援隊」が活動中。部活動の協力・指導も行っています。 

　生徒数の減少により教員
の採用も少なく、教員の高
齢化などによって、部活動
等にも影響が出てきていま
す。 
　このような中、柏五中の
ＰＴＡと地域のかたで組織
された学校支援ボランティ
ア「五中応援隊」では、放
課後の部活動を応援してい
ます。 
　今日は、茶道部の練習を
見学させてもらいました。 
　教えているのは、表千家

講師・根本政子さん。五中
で教え始めて今年で8年目と
いう茶道のプロからの直伝
に、生徒の上達も早いとの
こと。「卒業してからも続
けている子もいるんです」
とは、まさにきっかけづく
りになっているようです。 
　「いつもの先生とは違う
のでとても新鮮」と子ども
たちにも好評の様子。 
　子どもたちの健やかな成
長を学校と保護者だけでは
なく、地域全体で支援しよ

うという「五中応援隊」で
は教員へのアンケート（別
表）を参考にしながら、学
校支援の活動を進めていま
す。おかげで先生も大助か
りとか。ほかにも地域パト
ロールなども行い、子ども
たちを見守っています。 
　 
 
　 
　 

部活動の協力・指導 

環境整備や清掃 

総合的な学習での授業
ヘの協力 

75％ 

60％ 

60％ 

複数回答あり 

■五中教員が希望する支援活動 

　
昨
年
４
月
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
た
新

学
習
指
導
要
領
に
は
、
「
各
学
校
が
創

意
工
夫
を
生
か
し
特
色
あ
る
教
育
、
個

性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
す
る
」
こ
と

が
基
本
的
な
狙
い
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
知
識
詰

め
込
み
の
教
育
か
ら
、
人
と
の
か
か
わ

り
合
い
や
体
験
を
重
視
し
た
教
育
へ
と

転
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
は
、

国
際
理
解
・
情
報
・
環
境
・
福
祉
な
ど

の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
や
関
心

を
持
っ
て
い
る
課
題
、
地
域
の
特
色
に

応
じ
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の

か
た
の
協
力
を
得
な
が
ら
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
伝
統
芸
能
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
地
域

で
あ
っ
た
り
、
商
店
街
が
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
り
、
農
家
が
多
か
っ
た
り
な
ど
、

そ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
教
育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
色
あ
る

教
育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
教
員

の
力
だ
け
で
進
め
る
に
は
限
界
が
あ
る

の
も
確
か
で
す
。 

　
図
工
の
時
間
に
、
木
工
が
得
意
な
か

た
を
講
師
と
し
て
招
い
た
り
、
実
際
に

そ
の
職
業
に
就
い
て
い
る
か
た
に
体
験

談
を
話
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
・
技
能
、
意
欲

を
持
っ
た
地
域
の
か
た
が
た
の
協
力
を

得
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
教
育
の
幅
は

広
が
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
行
事

や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と
家
庭

に
限
ら
れ
て
い
た
活
動
の
場
が
地
域
へ

と
広
が
り
、
世
代
を
超
え
た
人
と
の
つ

な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
地
域
の
歴
史
・
産
業
・
自

然
・
文
化
な
ど
を
身
近
な
人
や
具
体
的

な
事
柄
か
ら
学
べ
る
の
で
、
よ
り
深
く

地
域
を
理
解
し
、
地
域
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
地
域
に
自
ら
働
き
か
け
よ
う

と
す
る
意
欲
が
育
て
ら
れ
ま
す
。 

知
識
か
ら
体
験
重
視
へ 

地
域
も
一
緒
に
な
っ
て 

　土小では、平成7年から地域のかたがボランティアとして授業
に協力しています。低学年は保護者、中学年は祖父母や地域の
かた、高学年は地域で働く人や市内在住の専門家のかたを招く
など、児童の学習段階に合わせた授業が特徴的です。昨年度は
190人ほどのかたが土小を訪れました。主な授業は、別表のとお
り。実にさまざまな分野のかたが協力しているんですね。 

・子どもたちが課題を一生懸命調べ、発表する姿に感動した 
・子どもたちから道端であいさつされることが多くなった 
・家の中で孫と共通の話題を持てるようになった 
・「楽しかった」と言ってもらえて、元気をもらった感じ 
・自分自身も勉強になった。子どもたちに教えられた 

■スクールボランティアを活用した授業例 

1年生 家族っていいな 家庭でできるお手伝いのやり方など 保護者26人 

2年生 町の人たちと話
そう 

増尾の良さを見つけ、
みんなに紹介する 

ほのぼの通り商
店街店主 

3年生 土の子観光会社
増尾支店 

ガイドの役割、具体的
な仕事内容など 観光会社社員 

4年生 土村歴史調査隊、
行くぞ！ 

身近な地域の歴史を調
べる 

祖父母・地域の高
齢者等 

5年生 新聞社の様子を知ろう 新聞ができるまで 新聞記者 

6年生 
地域で働く人に
学び、自分の未
来を見つめよう 

地域で働く人を取材し
職業観や生き方を学び
自分の生活に生かす 

柏警察署・農家・
中華料理店・囲碁
指導者・薬剤師等 

■スクールボランティアの感想から 

授業名 内　容 ボランティア 学年 

　いかがでしたか？ここで紹介できなかった学
校でも、それぞれ地域の特色に合わせた活動を
行っています。どの学校も目的は子どもたちの
「生きる力」を育てること。そのためには学校

や保護者だけではなく、地域の皆さんの力が欠
かせません。子どもたちとの交流で得られるも
のはきっと大きいはず。あなたのライフスタイ
ルに、学校支援の活動を加えてみませんか。 

指導課 �7167─1482問 

入
り
口
で
は
ク
マ
さ
ん
も
お
出
迎
え

本
の
修
理
も
お
手
の
も
の

生
徒
と
一
緒
に
花
壇
整
備

寝
な
が
ら
読
め
ち
ゃ
う

　今、市内の小・中学校では、地域でさまざまな技能や知識
を持ったかたをボランティア講師として招いたり、逆に生徒
たちが地域へ出て職場を訪問し、実際に仕事を体験したりす
る取り組みが行われています。教科書だけでは得られない貴
重な体験、そこから子どもたちは「生きる力」を学んでいま
す。今回は、地域と学校が連携して行っている取り組みを紹
介します。 

　今、市内の小・中学校では、地域でさまざまな技能や知識
を持ったかたをボランティア講師として招いたり、逆に生徒
たちが地域へ出て職場を訪問し、実際に仕事を体験したりす
る取り組みが行われています。教科書だけでは得られない貴
重な体験、そこから子どもたちは「生きる力」を学んでいま
す。今回は、地域と学校が連携して行っている取り組みを紹
介します。 

カ
タ
ク
リ
が
十
色
会

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

い
つ
も
元
気
な
武
井
さ
ん

学校が変わる、地域と変える 特集 

小・中学校での「生きる力」を育てるための試み 



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ

ー
ル
お
困
り
ご
と
相
談

と
き

11
月
22
日
（
土
）
午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た内

容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

メ
ー
ル
の
操
作
の
相
談

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接そ

の
他

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
可

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

中
高
年
求
職
者
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
講
座

と
き

12
月
３
日
（
水
）
・

４
日
（
木
）
・
10
日
（
水
）
・

11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
の
就
業
を

目
指
し
て
い
る
四
十
五
歳
以
上

で
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
る

か
た
、
十
一
人

内
容

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
基
本
操
作

費
用

五
千
円
程
度
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
求
職
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

受
講
動
機
・
求
職
状
況
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所

商
工
課
へ
、
11
月
25
日
（
火
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
１

か
た
く
り
大
学

と
き

12
月
３
日
〜
17
日
・

来
年
１
月
14
日
〜
２
月
25
日
の

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
２
月
11
日
を
除
く
、
計
九
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
六
十
歳
以
上
の
か
た
、
先

着
五
十
人

内
容

福
祉
、
生
き
が
い
、

国
際
交
流
な
ど
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

1
中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

補
装
具
講
習
会

と
き

12
月
10
日
（
水
）
・

17
日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
補
装
具
の
使
用
者
と

家
族
、
先
着
二
十
五
人

内
容

講
義
、
装
着
に
必
要

な
筋
力
維
持
の
運
動
、
個
人
相

談
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

費
用

無
料

用
意
す
る
物

運
動
し
や
す

い
服
装

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
初
め
て
の
か
た
を
優
先

そ
の
他

リ
フ
ト
付
き
送
迎

バ
ス
希
望
者
は
11
月
28
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
を

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
・
�
７
１
６
３
│
９
３
５

３

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集

申
し
込
み
資
格

次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
か
た
�
柏
市
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
現
在
住
宅
に
困

っ
て
い
る
�
現
在
同
居
し
て
い

る
か
同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族

が
い
る
�
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
�
一
般
住
戸
の
希
望
者
は

過
去
一
年
間
の
家
族
全
員
の
平

均
月
収
が
二
十
万
円
以
下
（
障

害
者
と
高
齢
者
世
帯
等
は
二
十

六
万
八
千
円
以
下
）

募
集
戸
数

一
般
住
宅
＝
四

戸
、
車
い
す
住
戸
＝
一
戸
※
い

ず
れ
も
二
人
以
上（
別
表
参
照
）

申
込
書
の
配
布

11
月
25
日

（
火
）
〜
12
月
３
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
建

築
住
宅
課
（
市
役
所
第
一
庁
舎

一
階
）
で

申
し
込
み

申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
12
月
７
日

（
日
）
〜
12
日
（
金
）
に
一
〇

一
会
議
室
（
建
築
住
宅
課
前
）

へ
直
接
持
参
を
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
抽
選
に
外
れ

た
か
た
は
入
居
待
機
者
と
し
て

来
年
９
月
30
日
ま
で
登
録
し
、

空
き
が
出
た
場
合
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
一
般
住
宅

（
単
身
者
）
と
改
良
住
宅
（
二

人
以
上
・
単
身
者
）
の
募
集
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
入
居
待
機
者

と
し
て
受
け
付
け
ま
す

そ
の
他

郵
送
で
の
申
込
書

の
配
布
や
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７

―
１
１
４
７

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

12
月
１
日
現
在
で
、
住
宅
需

要
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
住
宅

に
つ
い
て
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う
も

の
で
、
住
宅
施
策
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
世
帯
に
は
11
月
下
旬
か
ら
12

月
上
旬
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
対
象
世
帯
の
周
り

の
住
宅
地
等
も
調
査
し
ま
す
。

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７

―
１
１
４
７

母
子
世
帯
な
ど
に
児
童

扶
養
手
当
を
支
給

母
子
世
帯
で
公
的
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
か
た
は
児
童

扶
養
手
当
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
母
子
世
帯
で
な
く

て
も
父
親
が
重
度
の
障
害
者
で

あ
っ
た
り
、
一
年
以
上
児
童
を

遺
棄
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
状

況
に
よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
15
年
４
月
１

日
現
在
で
受
給
資
格
の
発
生
か

ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
※
児
童

と
は
、
十
八
歳
に
達
し
た
日
以

後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
。

障
害
者
は
二
十
歳
未
満
ま
で

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

―
１
５
９
５

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
二
十
歳
未
満
の
心
身
障

害
児
（
者
）
を
家
庭
で
扶
養
し

て
い
る
か
た
�
療
育
手
帳
が
�

の
１
、
�
の
２
、
�
、
Ａ
の
１
、

Ａ
の
２
、
Ｂ
の
１
程
度
�
身
体

障
害
者
手
帳
一
〜
三
級
と
四
級

の
一
部
�
そ
の
他
日
常
生
活
に

介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
・
疾

患
が
あ
る

支
給
額
（
月
額
）

重
度
障

害
者
＝
五
万
千
百
円
、
中
度
障

害
者
＝
三
万
四
千
三
十
円
※
所

得
制
限
あ
り

用
意
す
る
物

戸
籍
の
全
部

事
項
証
明
、
世
帯
全
員
の
住
民

票
の
写
し
（
い
ず
れ
も
申
請
前

一
カ
月
以
内
に
発
行
の
物
。
住

民
票
は
続
柄
・
本
籍
を
記
載
し

た
物
）、
所
定
の
診
断
書
か
療

育
手
帳
か
身
体
障
害
者
手
帳
、

保
護
者
名
義
の
郵
便
貯
金
通
帳

申
し
込
み

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ

直
接

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

―
１
１
３
６

精
神
障
害
者
医
療
費
助

成
の
受
給
要
件
が
緩
和

精
神
疾
患
で
入
院
し
て
い
る

か
た
に
支
給
し
て
い
る
精
神
障

害
者
医
療
費
助
成
の
受
給
資
格

に
つ
い
て
の
規
定
が
、
11
月
か

ら
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
居
住
要
件
や
所
得
要

件
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
か
た
が
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現

在
助
成
対
象
の
か
た
は
引
き
続

き
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

―
１
１
３
６

広報 広報 平成１５年（２００３年）１１月１５日 第１２０５号 �

11日�午前9時半～午後
4時。先着10人。200円 

古着で犬の洋
服作り 

和服でベスト
作り 

4日�午後1時～4時 
先着20人。300円 

しめ縄のリー
ス作り 

7日�午後1時～3時 
先着20人。無料 

ふすまの張り
替え 

5日�午前10時～午後3
時。先着10人。300円 裂き織り 

21日�午後1時～4時 
先着15人。無料 

おもちゃや家
庭用品の修理 

16日�午前10時～正午 
先着10人。無料 自転車の修理 

14日�午前10時～正午 
先着10人。無料 包丁研ぎ 

問 柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082

申し込みは11月16日�午前9時半から、同館
へ電話で 

3日�・10日�午前10時～
午後4時。先着10人。200円 

講
座
･
講
演
 

お
知
ら
せ
 

国民健康保険料第6期 
介護保険料第6期 

納期限は12月1日��
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を 

問 
国民健康保険料は保険課 �7167－1129 
介護保険料は介護保険課 �7167－1134

■入居者を募集する市営住宅 
団地名  所在地 間取り 家  賃 

3Ｋ 

3ＤＫ 
（車い
す用） 

3ＤＫ 
3ＤＫ 
3ＤＫ 

8,800～19,500円 
15,400～33,900円 
18,000～39,600円 
18,900～41,500円 

24,700～54,200円 

根戸団地 根戸467
高田63―4
新逆井2
丁目7

十余二
297─134

高田団地 

逆井団地 

東十余二
団地 

※募集は各1戸ずつ。家賃は所得に応じて決定 

と き ・  
と こ ろ  
 
対 象  
内 容  
 
費 用  
申し込み 
 

問 

12月10日�＝勤労会館・12月11日�＝光ケ
丘近隣センター、時間はいずれも午後2時
～4時 
市内在住のかた、各日32人 
クリスマスに合わせたかわいい寄せ植え作
り 
2,000円 
往復はがきに「花と緑の教室希望」と明記
し、希望日・住所・氏名・年齢・電話番号
と返信面のあて先を書いて、〒277－0001
呼塚新田204－2　柏市みどりの基金へ、11
月25日�までに郵送で（当日消印有効）※
応募ははがき1枚に1日。応募者多数の場合
は抽選 
柏市みどりの基金 �7160－3120

花と緑の教室 

芹沢7介  
市立砂川美術工芸館ワークショップ 

と き  
と こ ろ  
定 員  
内 容  
費 用  
申し込み 
 

問 市立砂川美術工芸館 �7164－6413

12月18日�午前9時半～午後4時 
アミュゼ柏 
25人 
はがきサイズの紙に型染で模様を付けます 
1,000円（材料費） 
往復はがきに「型染入門希望」と明記し、住
所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先
を書いて、〒277－0005柏260　市立砂川美術
工芸館へ、11月25日�までに郵送（当日消印
有効）か直接※応募者多数の場合は抽選 

～育てよう！リハビリテーションのこころ～ 

地域リハビリテーション講演会 

と き  
と こ ろ  
対 象  
 
内 容  
 
 
 
費 用  
申し込み 

問 

12月11日�午前10時～11時半 
中央公民館 
市内・近隣市町に在住のかた、先
着150人※車いす席あり 
茨城県立医療大学付属病院院長大
田仁史氏によるリハビリを提供す
る側と受ける側の心構えなどにつ
いての講演 
無料 
11月17日�午前9時から、身体障害
者福祉センターへ電話かファクス
で 

身体障害者福祉センター �・�7163－9353

デ
ジ
カ
メ
撮
影
写
真
の

画
像
処
理
・
編
集
講
座

と
き

12
月
16
日
（
火
）
〜

19
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
４

時
半
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、文
書
編
集
が
で
き
る
か
た
、

二
十
五
人

内
容

画
像
処
理
・
編
集
の

基
本
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
た
実
習

費
用

無
料

用
意
す
る
物

Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
一

枚
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
画
像
処
理
・
編
集
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―

０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
―
一
二

柏
市
中
央
公
民
館
へ
、
11
月
28

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１



生
産
緑
地
地
区
の
変
更

案
と
柏
イ
ン
タ
ー
第
一

地
区
に
係
る
柏
都
市
計

画
の
案
を
縦
覧

�
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
案

と
き

11
月
18
日
（
火
）
〜

12
月
２
日
（
火
）

と
こ
ろ

都
市
計
画
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
四
階
）

内
容

生
産
緑
地
法
第
十
四

条
の
規
定
に
よ
る
行
為
の
制
限

の
解
除
、
公
共
施
設
の
設
置
に

伴
う
廃
止
、
公
共
施
設
の
廃
止

に
伴
う
追
加
等
の
変
更
案

�
柏
イ
ン
タ
ー
第
一
地
区
に

係
る
柏
都
市
計
画
の
案

と
き

11
月
18
日
（
火
）
〜

12
月
２
日
（
火
）

と
こ
ろ

都
市
計
画
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
四
階
）
※
用
途

地
域
の
変
更
案
は
千
葉
県
都
市

政
策
課
で
も
縦
覧

内
容

柏
都
市
計
画
用
途
地

域
の
変
更
、高
度
地
区
の
変
更
、

地
区
計
画
の
決
定
の
案

�
・
�
の
意
見
書
の
提
出

市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
・

法
人
と
利
害
関
係
者
は
意
見
書

の
提
出
が
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

〒
２
７
７
―
８

５
０
５
　
柏
市
役
所
都
市
計
画

課
へ
、
12
月
２
日
（
火
）
ま
で

に
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
す

る
か
直
接
持
参
を

1

都
市
計
画
課
�
７
１
６
７

―
１
１
４
４
・
千
葉
県
都
市
政

策
課
�
０
４
３
―
２
２
３
―
３

３
７
５
（
�
だ
け
）

敷
地
内
立
ち
入
り
調
査

に
ご
協
力
を

市
で
は
、
11
月
〜
来
年
３
月

末
に
各
家
庭
の
敷
地
内
の
止
水

栓
と
量
水
器
（
メ
ー
タ
）
の
位

置
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
区
域
は
国
道
６
号
の
南

側
で
国
道
16
号
の
西
側
で
す
。

腕
章
を
付
け
、
柏
市
水
道
部
発

行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た

委
託
会
社
の
調
査
員
が
敷
地
内

に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
弁

栓
類
の
調
査
も
市
内
全
域
の
道

路
で
行
っ
て
い
ま
す
。

1
水
道
部
給
水
課
�
７
１
６

６
―
２
１
９
１

支
え
合
い
活
動
交
流
会

と
き

11
月
28
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
の
町
会
等
で
サ

ロ
ン
や
訪
問
等
の
支
え
合
い
活

動
を
行
っ
て
い
る
か
今
後
活
動

予
定
の
あ
る
か
た
、
先
着
百
人

内
容

支
え
合
い
活
動
状
況

の
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

の
情
報
交
換
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

内
３
あ
い
サ
ポ
ー
ト
柏
事
務
局

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
内
３
あ
い
サ

ポ
ー
ト
柏
事
務
局
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診

断
と
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
相
談
会

と
き

11
月
30
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

昭
和
56
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
構

法
）
の
所
有
者
・
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
考
え
て
い
る
か
た

（
住
宅
の
種
類
・
建
築
年
数
は

不
問
）、
各
先
着
三
十
人

内
容

建
築
士
に
よ
る
耐
震

診
断
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
改
造

助
言費

用

無
料

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
建
築
住
宅
課

へ
電
話
で

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７

―
１
１
４
７

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ

企
画
運
営
委
員
を
募
集

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
五
人

内
容

来
年
10
月
23
日（
土
）

に
開
催
予
定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
企
画
と
運
営

申
し
込
み

は
が
き
に
「
男

女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企

画
運
営
委
員
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
と
応
募
の

動
機
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
男
女
共

同
参
画
室
へ
、
11
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
選

考
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す

1

男
女
共
同
参
画
室
�
７
１

６
７
│
１
１
２
７

育
児
体
験
発
表
会

と
き

12
月
４
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

子
育
て
に
関
心
の
あ

る
か
た
、
百
五
十
人

内
容

保
護
者
の
体
験
発
表

費
用

無
料

申
し
込
み
　
11
月
25
日（
火
）

ま
で
に
教
育
研
究
所
へ
電
話
で

※
当
日
受
け
付
け
も
あ
り

そ
の
他

託
児
あ
り
（
要
予

約
）

1

教
育
研
究
所
�
７
１
４
５

―
２
１
１
０

個
人
事
業
税
の
納
期

個
人
事
業
税
（
第
二
期
分
）

の
納
期
限
は
12
月
１
日
（
月
）

で
す
。
納
付
書
は
11
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
お
早
め
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

1

柏
県
税
事
務
所
�
７
１
４

７
│
１
２
３
１

青
色
決
算
・
消
費
税
等

説
明
会

と
き

12
月
５
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
４
時
半

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容

青
色
決
算
書
の
作

成
、
消
費
税
の
届
け
出
な
ど

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
税
務
署
�
７
１
４
６
│

２
３
２
１

ち
び
っ
こ
体
操
教
室

と
き

11
月
29
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
二
〜
五

歳
児
と
保
護
者
、
先
着
五
十
組

内
容

リ
ズ
ム
体
操
・
サ
ー

キ
ッ
ト
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
４
│
７
２
１
１

正
月
飾
り
作
り

と
き

12
月
６
日
（
土
）
午

前
９
時
20
分
〜
正
午

と
こ
ろ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
　

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
四

年
生
以
上
は
子
だ
け
も
可
）

内
容

わ
ら
で
縄
を
な
い
、

正
月
の
お
飾
り
を
作
り
ま
す

費
用

一
人
百
円（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

は
さ
み

申
し
込
み

11
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
青
少
年
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
電

話
か
直
接

1

青
少
年
課
�
７
１
３
１
│

５
８
９
６

講
演
「
大
腸
と
肛
門
の
病
気
」

11
／
22
の
13
時
〜
15
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
講
師
は
東
葛
辻
仲
病
院
院

長
辻
仲
康
伸
氏
。
五
百
円
。
谷
口

�
７
１
３
９
│
９
５
２
２

よ
う
こ
そ
ポ
ッ
プ
ス
の
世
界
へ

12
／
７
の
13
時
半
〜
15
時
半
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。
島
唄
な
ど
を
歌
い
ま

す
。
無
料
。
吉
野
�
７
１
７
２
│

７
３
９
４

平
和
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11

／
24
の
13
時
〜
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
水
に
関
す
る
講
演
・
バ
レ
エ

な
ど
。
無
料
。
中
並
�
７
１
７
３

│
８
５
９
２

柏
レ
ク
・
福
祉
レ
ク
セ
ミ
ナ
ー

11
／
23
の
10
時
〜
14
時
、
市
民
体

育
館
。
二
千
円
。
湯
山
�
７
１
７

３
│
２
２
２
８
（
18
時
以
降
）

手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
ー

11
／
29
の
９
時
半
〜
12
時
、
北
千

葉
第
二
機
場
沼
側
付
近
集
合
。
手

賀
沼
湖
畔
の
ご
み
清
掃
。
寺
尾
�

７
１
３
１
│
４
３
９
２

書
道
・
か
な
・
ペ
ン

第
二
・

四
�
９
時
、
高
田
近
セ
。2

千
五

百
円
、3

千
五
百
円
。
熊
木
�
７

１
４
６
│
２
３
７
２

酒
井
根
居
合
道
同
好
会

毎
�

・
�
19
時
、
酒
井
根
中
。3

三
千

円
。
吉
田
�
７
１
７
４
│
２
０
４

７
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

毎
�
10
時
15
分
、
Ｊ
Ａ
田
中
十
余

二
支
店
。
子
連
れ
歓
迎
。
一
回
七

百
円
。
初
回
無
料
体
験
あ
り
。
戸

田
�
７
１
５
５
│
３
１
８
７

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
�
12
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。3

二
千
円
。
石
田
�
７
１

３
３
│
９
２
９
５

国
連
英
検
特
Ａ
級
合
格
を
目
指

す
勉
強
会

毎
�
10
時
、
中
公
。

英
検
一
級
程
度
の
か
た
。
関
口
�

７
１
４
６
│
６
８
４
０

外
国
人
の
た
め
の
日
本
の
お
ど

り

月
四
回
�
〜
�
19
時
半
、
中

公
。
外
国
人
。3

四
千
円
。
着
物

貸
し
出
し
。
見
学
歓
迎
。
松
田
�

７
１
７
３
│
４
２
３
４

社
交
ダ
ン
ス
「
パ
シ
ヨ
ン
」

毎
�
12
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。2

二

千
円
、3

三
千
円
。
講
師
は
男
性

プ
ロ
。
菊
地
�
７
１
７
４
│
０
９

３
９柏

市
民
合
唱
団
（
混
声
）

毎

�
19
時
、
第
一
・
三
＝
寺
島
文
化

会
館
、
第
二
・
四
・
五
＝
京
北
ホ

ー
ル
。3

三
千
円
。
見
学
自
由
。

永
井
�
７
１
６
６
│
４
０
１
１

空
手
道

毎
�
18
時
＝
親
子
・

三
歳
〜
中
学
生
、
19
時
半
＝
高
校

生
以
上
、
市
民
体
育
館
。2

三
千

円
、3

三
千
円
。
岩
井
�
７
１
４

５
│
０
５
８
６

ペ
ン
習
字
「
竹
葉
会
」

第
一

・
三
�
13
時
、
新
田
原
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

五
百
円
、3

千
三

百
円
。
佐
藤
�
７
１
６
７
│
８
５

５
８ハ

ー
モ
ニ
カ
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
リ

ー
ド
サ
ー
ク
ル
」

第
一
・
三
�

12
時
、
南
部
近
セ
。
初
心
者
歓
迎

2

五
百
円
、3

三
千
円
。
池
田
�

７
１
７
４
│
０
１
５
１

ヴ
ォ
ー
カ
ル
サ
ー
ク
ル

月
二

回
�
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心

者
。
懐
か
し
の
洋
楽
の
歌
。3

三

千
円
、
体
験
随
時
五
百
円
。
石
山

�
７
１
７
３
│
１
４
６
５

中
国
語
会
話
「
小
雅
会
」

毎

�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
級
。

講
師
は
中
国
人
。3

三
千
円
。
櫻

井
�
７
１
７
３
│
２
５
４
１

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

犬
　
生
後
一
カ
月
の
雑
種
。
雄

一
匹（
茶
）と
雌
三
匹（
白
と
茶
）。

小
柳
�
７
１
３
３
│
１
７
３
４

犬
　
生
後
一
カ
月
の
雑
種
。
雌

九
匹
（
黒
と
黒
茶
）。
相
模
�
７

１
３
１
│
６
９
８
５

広報 

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

広報 

会
員
募
集

催
し
・
講
習
会

平成１５年（２００３年）１１月１５日第１２０５号�

催　し と　き ところ 対　象 内　容 申し込み 費用 

�やきいもパー
ティー 

11月29日�午前
10時半～正午 

子ども（幼児は保
護者同伴）、先着15
人・大人、先着5人 

落ち葉を使って焼き
芋を作ります 50円 

当日、会場へ直接 �おはなし会 11月29日�午後2時半～3時半 
幼児（保護者同伴）
～小学生、先着40人 

人形劇「じゅげむ」
など 無料 

幼児と保護者、先
着15組 当日、会場へ直接 �おはなしと工

作あそび 
11月21日�午前
10時半～11時半 

絵本「さつまいもの
おいも」と秋の実り
のメダル作り 

無料 

■児童センターの催し 

�～�・�～�は豊四季台児童センター �7144─5363・�～�は永楽台児童センター �7163─4050
・	～
は光ケ丘児童センター �7170─7600

※車での来場はご遠慮を 

当日、会場へ直接 �おはなし会 11月25日�午後3時～3時50分 
幼児（保護者同伴）～
小学生、先着100人 

おもしろ劇「だんなもだ
んな大だんなさま」など 無料 

�おはなし会 12月5日�午前10時半～11時20分 
幼児と保護者、先
着50組 

人形劇「三びきのやぎ
のがらがらどん」など 当日、会場へ直接 無料 

�チューリップ
の球根を植え
よう 

11月22日�午後
2時～3時 

市内在住のかた（幼
児は保護者同伴）、
先着20人 

�は11月16日�午後3
時から、�は11月18日
�午前10時から豊四季
台児童センターへ電話
か直接 

地域のかたと一緒に
球根を植えます 無料 

小学生、先着10人 �絵手紙をかこ
う 

12月6日�午前
10時半～正午 

好きな絵を描いて絵
手紙を作ります 無料 �は11月19日�午前10時から、�は11月20日�午

前10時から、豊四季台児
童センターへ電話か直接 

無料 は11月18日�午後2時から、�は11月19日
�午後2時から、永楽台
児童センターへ電話か
直接 

不登校を考え
る親の集い 

11月28日�午前
10時～正午 

不登校の子どもを持
つ保護者、先着20人
（子連れも可） 

不登校について話し
合います（聴くだけ
も可） 

�クリスマスリ
ースを作ろう 

12月6日�午後
1時半～4時 小学生、先着15人 ペーパーブロックでリースを作ります 100円 

11月18日�午後2時から、
光ケ丘児童センターへ
電話か直接 

	わいわい縁日 11月29日�午後1時～2時半 
幼児（保護者同
伴）～小学生、先
着40人 

こども実行委員が作
った屋台やゲームで
遊びます 

200円 

�は11月19日�午後2時
から、
は11月20日�午
後2時から、光ケ丘児童
センターへ電話か直接 

�アウトドアを
楽しもう！ 

11月30日�午後
1時～3時 小学生、先着15人 石焼き芋作りや火おこし体験をします 100円 

幼児と保護者、先
着30組 

�は11月19日�午後2時
から、�は11月18日�
午後2時から、豊四季台
児童センターへ電話で 

�クリスマス会 12月5日�午前10時半～11時半 
クリスマス会とクリス
マスリース作り 100円 

�クリスマスリー
スとおはなし会 

12月6日�午後
1時半～3時半 

小学生以上、先着
15人 

クリスマスリース
作りなど 100円 


まつぼっくり
で作ろう 

12月6日�午後
1時～3時 

小学生以上、先着
20人 

松ぼっくりを使ってクリス
マスツリーなどを作ります 

50円 

小学生以上、先着
30人 

�アンドロメダ
銀河を見てみ
よう 

11月30日�午後
5時～6時半 

望遠鏡でアンドロメ
ダ銀河や月・火星・金
星などを観察します 

無料 

豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー 

光
ケ
丘
児
童
セ
ン
タ
ー 

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー（
永

楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
） 

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー 

11月16日�午後1時か
ら、布施近隣センター
へ直接 

�ウッドビーズ
のマスコット
作り 

11月29日�午前
9時半～11時半 小学生、先着20人 木のビーズやモールでサルを作ります 50円 

布
施
近
隣

セ
ン
タ
ー 

問 

こ
ど
も
の
広
場

ほのぼのプラザますお �7170─5570問 

指編み・エ
コテープで
作る手鞠 
（まり） 

12月10日�
午前10時～
正午 

市内在住で
60歳以上の
かた、先着
30人 

指編みでの手鞠作
り※洗濯ばさみ小
5～10個とはさみ
を持参 

 

催　し と　き 対　象 内　容 費用 申し込み 
■ほのぼのプラザの催し ※会場はほのぼのプラザますお 

楽しいえ
ほんのせ
かい 

12月3日�
午後2時～3
時 

市内在住の
かた、先着
20人 

絵本の読み聞かせ
（クリスマスの話
など）と羽子板作
り 

無料 

500円 

当日、会場へ
直接 

11月16日�午前
9時から、ほのぼ
のプラザますお
へ電話で 

犬
・
猫
差
し
上
げ
ま
す
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ア
ン
カ
ー
が
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切

っ
た
の
を
見
て
「
や
っ
た
ー
」
と
心

で
叫
ん
だ
。
10
月
に
行
わ
れ
た
東
葛

飾
地
方
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
酒

井
根
中
が
初
優
勝
を
飾
り
、
七
十
一

校
の
頂
点
に
立
っ
た
瞬
間
だ
。

大
会
前
か
ら
優
勝
候
補
の
筆
頭
と

の
呼
び
声
が
高
か
っ
た
。
期
待
さ
れ

れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

相
当
な
も
の
だ
。
だ
が
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
逆
に
励
み
に
な
っ
た
と
い
う
。

生
ま
れ
は
千
葉
県
丸
山
町
。
海
あ

り
、
川
あ
り
の
大
自
然
の
中
で
、

「
勉
強
を
し
た
記
憶
が
な
い
」
ほ
ど

友
達
と
遊
び
回
っ
て
い
た
。
陸
上
競

技
は
小
学
生
の
と
き
に
八
百
メ
ー
ト

ル
の
選
手
だ
っ
た
が
、
中
学
以
降
は

全
く
無
縁
だ
っ
た
。

始
ま
り
は
十
三
年
前
。
赴
任
し
た

学
校
で
陸
上
部
の
顧
問
が
い
な
く
て

仕
方
な
く
引
き
受
け
た
。
と
こ
ろ
が

自
分
の
指
導
で
記
録
が
伸
び
る
選
手

を
見
て
面
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
身
は
数
学
の
教
師
。
駅
伝
の
指

導
者
と
し
て
の
基
礎
な
ど
ま
る
で
な

い
。
だ
か
ら
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も
本

を
参
考
に
し
て
自
分
な
り
に
作
る
。

好
き
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
他
校
の

デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る
の
は
、
数
学

が
専
門
と
い
う
強
み
か
も
し
れ
な
い
。

授
業
中
も
部
活
の
指
導
を
し
て
い

る
と
き
も
自
称
�
普
通
�
の
先
生
だ

と
い
う
。
声
を
張
り
上
げ
る
こ
と
も

な
い
。
勝
て
た
の
は
、「
選
手
が
他

校
と
の
練
習
な
ど
で
力
を
つ
け
、
そ

れ
を
存
分
に
発
揮
で
き
た
か
ら
」と
、

自
分
の
こ
と
は
何
も
語
ら
な
い
。

酒
井
根
中
に
来
て
六
年
目
。
今
年

は
、
柏
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
柏
市
駅

伝
大
会
、
そ
し
て
東
葛
駅
伝
と
三
つ

の
レ
ー
ス
を
制
し
た
。「
選
手
た
ち

は
勝
つ
こ
と
で
成
長
し
て
い
る
。
し

か
し
、
礼
儀
作
法
や
雰
囲
気
に
飲
ま

れ
な
い
堂
々
と
し
た
態
度
な
ど
、
さ

ら
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
」

�
普
通
の
先
生
�
の
夢
は
、
教
え

子
が
都
大
路
や
箱
根
を
走
る
こ
と
。

「
ど
こ
へ
で
も
応
援
に
行
き
ま
す
」

自
分
流
の
指
導
で
一
気
に
花
を
開

か
せ
た
が
、
来
年
は
他
校
が
打
倒
酒

井
根
中
で
挑
ん
で
く
る
。
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
受
け
て
立
つ
の
か
、
次
な

る
戦
い
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

野
田
市
在
住
。
四
十
四
歳
。
妻
と

子
ど
も
二
人
の
四
人
家
族 東葛駅伝で初優勝の酒井根中駅伝部監督

い すげ　　　　　　　　ひろし

No.384

“普通”の指導で一気に頂上へ

街 の 街 の 

伊菅　　宏さん

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

芹沢C介の屏風
来年1月18日�まで開催中

色染めした和紙に紺屋（染物屋）の情景を
染め、その上に自作の歌を重ね染めした1点
もの。技術的な面から見ても貴重な作品です。

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日）
市立砂川美術工芸館柏市柏260 �7164-6413

紺屋ぼめ貼（は）り交ぜ二曲屏風

�
20
年
の
お
付
き
合
い
、さ
ら
に
発
展
を

友
好
都
市
の
中
国
・
承
徳
市
を
訪
問

第54回千葉県中学校男子駅伝大会と第18
回千葉県中学校女子駅伝大会が11月8日、
千葉市の昭和の森特設コースで行われまし
た。女子の部では、逆井中が5区間のうち3
区間を区間1位の快走で、見事初優勝を飾
りました。また、男子の酒井根中も粘り強
い走りを見せ3位に入りました。逆井中は
12月21日に同コースで行われる全国大会に
出場します。目指せ全国制覇！

やったー、次は全国だ！

柏市と友好都市を締結して今年で20
周年を迎えた中国・承徳市。10月21日
～24日に本多市長や成島市議会議長な
どが承徳市を訪問しました。これは、
7月に承徳市代表団一行が柏市を訪れ
た返礼として訪問したもので、景春華

（けいしゅんか）市長らの大歓迎を受けました。ま
た、承徳市の日本柏市植物園（写真左）がこのたび
完成し、今回はその式典にも出席しました。両市の
友好を50年、100年と続けていきたいものです。

逆井中女子が県駅伝で初Ｖ

豊四季台児童センで忍者ごっこ
「手裏剣シュッ、シュッ」「隠れろ」。

豊四季台児童センターで10月30日、33組
の親子が参加して忍者ごっこが行われま
した。忍者服に見立てた黄色や青、黒、
ピンクの上着を着て、筒をくぐったり、
手裏剣を投げたりと、みんな生き生きと
した様子で忍者修業に励んでいました。うまくできるかな？

生け垣の刈り込みの仕方教室
家の生け垣を自分の手で上手に刈り込

みたい──。10月29日に北柏ふるさと公
園で、花と緑の教室「生け垣の刈り込み
の仕方」が行われました。生け垣の病害
虫対策などの講義を聴いた後、外へ出て
実習に。講師の実演に参加者はみんな真
剣そのもので見つめていました。帰った
ら早速やってみよう！

ボランティアで選手のマッサージをして
いる地域のかたと入念に打ち合わせ


